
 
鈴盛農園 鈴木啓之 説明資料 
 
１）農業経営の状況 
平成２４年４月 独立就農(新規参入) 
平成２４年９月 農地法３条による賃貸借契約で耕作放棄地であった農地取得。 
市の取り決めによる下限面積３０a 一括取得により農家世帯になる。 
平成２５年４月 妻を青色専従者として迎えスタッフ増員。 
平成２５年１２月 パートタイム従業員 ３名増員。 
平成２６年３月までに利用権の設定により耕作面積計１ha になる。 
（畑枚数９枚 平均面積１１a） 
 
主たる作付品目 
１～４月 人参 ５月 たまねぎ ６月 じゃがいも ７月スイートコーン ８月夏野菜 
９～１０月 里芋 １１～１２月 人参 の輪作体系。 
 
その他少量多品目で年間３０種類程の野菜を生産。 
販売は全量直売事業による販売。 
 
２）農業における取り組み 
 
・ハタケマルシェ 
毎週月曜日のみの農園倉庫直売の開催。 
・農カフェ 
露天型飲食店の営業許可取得、イベント時の飲食提供 
・地元企業さんとの提携 
食育のための収穫体験・各種セミナー、講師請負。 
・加工品 
農林水産省 ６次産業化事業認定による加工品の開発販売。 
・ブランド化 
農産物（ニンジン）の個人ブランド化にむけて塩農法の確立。 
 
３）その他 
私の営農する碧南市は担い手も多く、現状としては新規参入をほぼ受け入れておりません。 
他の地域のように担い手不足という問題とは無縁ですが、反対に、農家というのは世襲の

商売なのか、と落胆した事もありました。 
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冒頭に記載したようにたまたま耕作放棄地が出てきたことで農家世帯となれましたが、そ

の後も優良農地を借り受けることは中々できません。 
貸していただける畑は準・耕作放棄地的なところが多いです。 
新規参入者に優良農地が出てこないことに関しては、時間と実績、地域の目が解決に向け

てのポイントになるとして、現状では耕作放棄地・耕作不利地であったとしても貸しても

らえる畑は全て借りるようにしています。 
 
しかし耕作放棄地は土壌診断をしてみると案外有機質(腐植など)が豊富な畑になっている

事も多く、大型ゴミの不法投棄や、湿地であるとか、水源が無いなどの条件不利地などを

除けば逆に好条件となるケースもあります。 
 
そこで、今後耕作放棄地を一手に集めることになるであろう「農地中間管理機構」への期

待を感じずにはいられません。 
たとえばトライアル制度のように、農地中間管理機構が預かった耕作放棄地に関しては、

就農２年以上５年未満などの新規就農者に優先的に声がかかるようにしたり、もしくは農

地の振り分けに係る会議(人農地プラン会議)などに新規就農者が参画できるようになって

いくといいなと考えています。 
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